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女性の霊性に関する考察 女神たちのイメージか ら

藤 澤 佳 澄

【要 旨】

深層心理学の分野では、昨今、女性の 「霊性」について語られる機会が増えている。女性の 「霊性」を表すモチ
ーフとして例えば 「女神」が考えられるが、中でもとりわけ 「大女神」、「地母神」などと呼ばれる女神たちへの言

及が目立つ。これらの女神たちは、人類が文明化される中で見失ってきた根源的な霊性を備える存在として、現在

その価値を見直されている。
.本論文ではこのような 「地母神」の臨床心理学的意義を再確認する一方で

、「地母神」ではない女神たちの臨床

心理学意義について検討 してみた。その女神とは 「処女神」である。「地母神」 と 「処女神」を対比させなが ら考

察した結果、新たな洞察が得 られた。「地母神」が 「死と再生」プロセスを司る存在であるとしたら、「処女神」が

司るのは 「状態の魔力」とも呼ぶべき、「異界に繋 ぐ」働 きである。「地母神」に関する研究は多くなされているが、

「処女神」に関する研究はまだ手付かずのまま残されているように思われる。本論文をその第一歩にしたいと思う。

1は じめに

深層心理学の分野でも昨今、女性 の 「霊性」 について語 られる機会が増 えている。「霊性」 とは何か、

という問いに対 して一言で答 えるのは難 しいが、本論文では、女性が持つ神秘的 な力、神話的な力の よう

な もの と定義づけ、論 を進めたい と思う。 さて、この ような女性 の 「霊性」 を表現す るモチーフとして

「女神」が考え られるが、中で もとりわけ 「大女神」「地母神」 などと呼ばれる女神 たちへの言及が深層心

理学の分野では多い。これらの女神鳶ちは、人類が文明化、社会化される中で見失われてきた根源的な霊

性 を備 える存在 として、現在その価値 を見直 されてい る。文明化 された社会 とはすなわち父権的な社会で

あ り、その中で成功をお さめた女性 たちが、 しばしば女性性の傷っ きのためにセラピーを訪れていること

もこの文脈の中で論 じられている。男性優位の社会の中で忘れ られて きた古の女神 を復興 させることで、

傷ついた女性性 を癒 していこう、そういった文脈で語 られる女性性に関する論文は非常 に多い。

だが、それは的確に女性の 「霊性」 を語 って くれているのだろうか。現在言われている女性の霊性論が

間違っているな どと論 じるつ もりはない。ただ、現在その価値が認め られている女性の 「霊性」は真実の

全体像の中のほんの一部なのではないかと思 うのであ る。詳 しくは後述するが、女性の霊性が女神 という

モチーフを通 して語 られる時、それは女性の地下的な側面であった り、呑み込 む力、産む力 などとい う、

いわゆる 「マグナ ・・マーテル」 とい う概念で説明 されるものであった りす ることが多い ように思 われる。

原始宗教では女性の産 む力を畏敬 して成 り立った母神信仰があったとされているが、女神、 とい うときこ

の原初の女神 を想定 し、地母神的な女神 のイメージで論 じている臨床心理学のテクス トが少な くない よう

に思われる。女神は地母神ばか りではない。女性の霊性 を語るとき、産む力に基づ く母的な側面にこだわ

りすぎていないのだろうか。

筆者 はこれを疑問 に感 じた。確かに現実 レベルで も女性 と男性 を区別する とき、「産む」 とい う力 は女

性 をアイデンテ ィファイする大きな特性 になるだろう。だが、それだけが女性のアイデンテ ィテ ィではな

い。女性の霊性 を語るとき、 この点のみから論 じるだけでは不十分 に思 われる。そこで 「産む」 ことに拠

る霊性 とはまた違 う女性 の霊性 について論 じることがで きればと考 えた。それが本稿の目的である。産む

ことに拠 る霊性 も、今回筆者が考察 したい霊性 も、ひとしく女性 の霊性 という全体像を構成する要素であ

ると考 えている。 「産む」 ことに拠 る霊性 とは また異なった女性の霊性について考察する本稿では、わか

りやす く論 じるたあに、これ らを分けて説明する手法をとる。ただし、・本質的には一部重な り合ってい る

部分 も、ある とい うことを最初に断った上で、本題に入 り元 いと思う。
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2女 神 め系譜一 地 母神論

地母神 の系譜 を網羅す ることは決 して容易ではない。地母神、もしくは大母神 と呼ばれた女神の痕跡 は

世界中の広い地域で見つけられる。考古学的な出土品や、文献に残 された神話 ・伝承の類がある。例えば

「旧石器時代 のヴィーナス」 と呼 ばれる女性像の類などは、多 くの人が一度は目に したことがあるのでは

ないか。「顔がなく、全裸で、巨大な乳房 と腹部を もち、性器 も強調 されている。」(松 村1999)日 本 の

文化で言えば縄文期の土偶がこの類 になるだろう。 この ような女性像は 日本のみな らず、世界の他地域で

も多 く出土 している。このように、考古学的な出土品などに残された地母神の痕跡 を挙 げていけば限 り`が

ない。本稿ではその大まかな流 れを記述するに留めたい。

古 くは旧石器時代、人間が 自然の恵みに依存する度合いが高かった時代 においては、食料 としての動物

を中核 とする 「富」が人々の最大の関心事であった。富 を産出する自然への依存は母なる自然への崇拝 と

いう観念 を生み、自然の富の授与者 としての 「大母神」、「地母神」への信仰が宗教の中心になった。旧石

器時代か ら現在まで変わることな く存続 している狩猟 ・採集 中心 の社会では大母神 の後継者 として、「動

物の女主人」、あるいは 「山の(女)神 」が崇拝 されている(松 村 同書)。

また松村.(1999)に よれば 「新石器時代 において、農耕、牧畜が開始 されると、.伝統的な狩猟 ・採集 を

続ける社会 を除いて、「大母神」 は新 しく登場 して きた職能女神 によって置換 される。農耕 ・牧畜社会で

は、文化による自然の支配、管理、改良が顕著 となる。(中 略〉大母神の観念 よりも文化 によって変 えら

れて富を生み出す 自然、文化 に支配 された自然の観念が優越 して くる。」 この段階 においては、 自然の富

の象徴である女神、母神は文化の下に位置づけられる。文化をもた らした男神のほうが、自然 を生み出 し

た女神 よ り上位に位置づけられるようになる。 ここにいたって、母権社会から父権社会への移行 を見出す

ことがで きるだろう。「自然=女 性に働 きかけ、自然 を利用 して富みを生み出すのが、文化=男 性 とする

見方が生 まれる。自然は利用 されるために作 り出され、人間=文 化の利用に供 される対象 と考えられるよ

うになる。生み出 し、与える存在 としての女性、母のイメージに代 わって、生み出させ る男性、父のイメ

ージが宗教において も優越す る時代 となる」 と松村はその著書の中で述べている(199932頁) 。 およそ、

筆者 もこの説明に同意見である。もう一点加えるとするならば、詳 しくは後述するが、狩猟 ・採集の文化

か ら農耕 ・牧畜文化へ移行す るにあた り、f動 物の女主人」の類ではない地母神が崇拝 された ことがあ る

のではないか、 とい う論である。狩猟 ・採集の文化から農耕 ・牧畜の文化に推移 した とい うことは、人間

の富は田畑から収穫 される農作物 に左右 されることになったはずである。多 くの農作物が収穫で きるよう

に、 と穀物の女神 に祈 りを捧げたその痕跡 も多 く見 つけ られている。穀物の女神 も松村が言う職能女神の

一種に数えることができるか もしれないが、自然を支配する男神の権威が強まるその一方で、地母神の子

孫 も生 き残っていたのか もしれない と筆者は考 えている。穀物の豊穣 を祈願す る祭礼 としてアプロディテ

とア ドニスの聖婚 を模 した儀式の例が知 られている(Qualls-Corbett訳 書1998)。 農耕文化における豊

穣の女神 と若 き植物神の結合は大地の豊穣 を約束すると考え られていたために、そのような儀式が行 われ

ていた、 と想像できる。 この時代の豊穣をもたらす地母神は前時代のそれ とは幾分性格 を異 にしているか

もしれないが、生と死を司 り人間に富 をもた らす という点では、両者は間違いなく同 じであるだろう。そ

の支配領域が山野、そこを駆け巡る動物 から、田畑 とそこに育つ農作物 に変わったとい うことかもしれな

い。生活 を営む場所によって人間の崇拝する神の性格が異なることは良 く知 られていることである。

ここまで地母神 と呼ばれる女神について大 まかな系譜を説明 して きた。世界中に地母神 と呼びうる女神

は数多 く存在 していることか ら、その個々については挙 げて こなかった。私 たちに身近な神話 を参考 に、

その極一部 を例示 してみたい と思 う。旧石器時代の地母神の系譜に属す ると思われる女神 としてアルテ ミ

ス、農耕文化の地母神の系譜に属する女神 としてデメテル、を各々説明 してお く。同 じギリシャ神話の女

神 にアプロデ ィテという女神がいるが、彼女 も地母神 の流れを汲 むと言われている。近隣の神話 を参照す

るだけで、似通 った神話を持つ女神たちが数多 く見つけられる。シュメールのイナ ンナ、イシュタル、エ

ジプ トのイシス、フェニキアのアスタルテ、ローマのウェヌス、ブリギアのキュベ レなど。イナンナと ド

ゥムジ、イシュタル とタンムズ、キュベ レとアッティスというペアは全て、地母神 と若い恋人という組み

合わせである。 これはアプロデ ィテ とア ドニスのモチーフと同 じテーマを持つ と考えられている。
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話 を元 に戻 して、次ではアルテ ミス、デメテルについて紹介する。

2-1「 動 物 たちの女主 人」1ア ルテ ミス

西洋近代の文学、絵画 などでは、ギ リシャ神話のアルテ ミス(ロ ーマ神話ではデ ィアナ)と いう女神 を

「自然のままの由野で獣 を追 って駆 けめ ぐる、 うら若 き処女神」 として描 いて きた。彼女は太陽神アポロ

ンの双子の妹 としてゼウスの娘に組み入れ られたが、このイメージと彼女が本来持っていた性格 には少々

隔た りがある。ここでは父権制の神話に取 り入れられる前のアルテミス像、地母神 としての彼女が備 えて

いた性格やイメージについて説明 したい。アルテ ミスはそ もそ も土着の女神であ り、父権的な色彩の濃い

ギリシャ神話 に取 り入れ られる際 に、その性格が変化 していった と考え られている。

古典期の形態が完成する前のアルテ ミスは、野生の獣 を中心 としてあらゆる生命の死 と誕生、成長 を司

る、古い地母神の性格 を持つ女神であ った。『イリアス』では 「獣の女主人」、「女猟師、狩 りを好 む」な

どとい う形容辞や尊称を捧げられている。他 には 『ホメロス風讃歌』における 「鹿殺 しの、鹿を狩る」 と

いう.形容辞、「処女の、清 らかな、(血 によって)機 れていない」(『オデュッセイア』)、「生むことをせぬ」

(プラ トン 『テアイテ トス』)、「生みの、出産の」(エ ウリピデス 『タウリケのイピゲネイア』、『救 いを求

める女た ち』)と いうようなの もある。アルテ ミスの宗教儀礼としては、スパルタの娘たちのそれがある。

スパル タの娘たちは隣国 アルカデ ィアに近い、カ リュアイ 「クル ミの木」 とい う名前の地の森の入 り口に

あったアルテ ミスの神像の前で歌 と踊 りを奉納 した(パ ウサニアス、松村)。 また 「スパル タ近 くの川の

沼沢地にあったリムナイオ ン 「沼地のアルテ ミスの神域」ではアルテミス神像の前で、「かつては籔で選

ばれた者が人身御供 として殺 され、その血で祭壇 を染めた。 リュクルゴスがそれを若者たちが答打たれる

ように変更 した。そ して今 日でも祭壇に血 を流すのである。」(パ ウサニアス、松村)

「ア ッティカの ブラウロ ンは国境近 くにあ り、海 と川に隣i接す るアルテ ミスの聖域だが、アテナイの七

歳か ら十一歳の少女たちがそ こに赴いて、 トーチ を手 に踊 った り走った りして、「雌熊 を演 じた」。」(ア リ

ス トパネス、松村)

以上の ような資料からは次のようなアルテ ミスの特性が見て取れる。獣、特 に鹿、山野や沼地や森の活

力 や生命力、産婆、子 どもや若者の養育などとの関連 をアルテ ミスに認めることができる。松村はアルテ

ミスを 「境界 と通過儀i礼の女神」 と想定 し、考察 を行 っている(1999)。 以 下に引用する松村の記述はア

ルテ ミスの女神 としての機能を極めて端的に表 しているように思われる。

カリマ コス もい うように、アルテ ミスは人間の住む都市 にはや って来ない。人間の方が女神 に会うため

に自然の中に出かけてい くのである。そ して女神の神殿、神域、祠は 自然の世界のなかで も森の入 り口、

沼沢地、河口、海辺 などに限定 されている。(略)そ れは文明 と野生、文化 と自然 の境界 となるが、確 固

と した固定 された ものではなく、 自然状態の変化に応 じて森から荒れ地へ と、あるいは陸地から水面へ と

姿 を変える曖昧な領域である。つまりそこは文明 と野生、文化 と自然が交差、共存する場所 なのである。

そ して同時 に、それは訪 れる ものに変容 をもたらす場所で もあるだろう。

古代ギ リシアでは、子供や若者はまだ野生の存在であ り、本当の入間に、つまり文化的な存在になるた

めには通過儀礼 を経 て、変容 しなければならない と考え られていた。ブラウロンに集 まったアテナイの少

女たちは、野生の熊 を象徴する衣装 を脱 ぎ捨 てて、文化的存在へ と生 まれ変わる。 アルテミスを野生から

文化へ、そして文化か ら野生への移行を司る女神 と考 えるな らば、女神が荒れ地 と耕地の、野生 と文化の

境界領域 に位置 し、子供や若者 を守護することも無理な く説明で きる。アルテ ミスは野性的存在である子

供 ・若者を文化的存在である大人に変容 させ る存在であるか らこそ、女神 自身は都市には入 らず、永遠の

処女として境界領域 に留 ま り続けねばならない。野性的存在である子供 の女神であるから、アルテミスは

子生みの守護 もする し、その神話的表現が 「産婆」なのである。(松 村 同書pl98-p200)
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2-2大 地 女神:デ メテル

デメテルの伝承に欠かせない存在 といえば、その娘ペルセポネ(コ レー)で ある。両者は殆 ど対 をなす

形で、神話 ・伝承で も語 られている。キャンベルが二人の女神について纏めた記述 に次のようなものがあ

る。 「デメテルとコレ(ペ ルセポネ)は 一人の神であって、二人の人間なのである(ハ リソン 『プロレゴ

ーメナ』)。」(Campbel1訳 書1g95)ま た 、喜多(1994>は 以 下のように述べている。

野原で遊んでいた彼女は突然裂 けた大地の下に引 き込 まれ、死界の王 に拉致 されてその后 にされる。つ

まり殺 されたのである。 しか し彼女が死 にっきりになるのではない ことは、古代ギ リシアの印章や壷絵に

もしばしば表 された、彼女が幼児 を抱 いて大地から抜 け出 ようとしてい る図柄 に明 らかであ る。エ リッ

ヒ ・ノイマ ンによれば、この時点での彼女は既 に強奪 されたコレーではなく、結婚(=略 奪=殺 害)に よ

り少女か ら変容 した女であって光(多 産の意味 を持つ)の 息子 をあげた母である。 これは 「娘が母 と同一

であ り、母 となり、みずから(母 の=喜 多注)デ ーメーテル*に 変容」 したことを表す と言 う。

デ メテルについて語 る際 にペ ルセ ポネを欠かせ ない理由は これ らの説 明で十分 であるだろう。 また

Pereraは 次 の ように説 明 している。 コ レーは 「母なる大地(デ メテル)の 内 なる霊魂の表象 であ る」

(Perera訳 書1998)。 コ レーすなわち、ペルセポネは 「ギリシャ神話ではゼウス とデメテルの娘 とされ 、

強奪 されてハーデースの妃 となる。デーメーテール*が 失われた娘 を求めて、世界 を巡 るが、ハーデース

が娘 を奪 ったことを聞 き、ゼウスもこの計画 に加 わっていたことを聞 き、天界 を捨てた。そのため、大地

は実 らず、人々は困 った。そこでゼ ウスは娘 を返す ようにハーデースに命 じたが、娘 は帰る前 に石榴の実

を食べて しまったため、一年 の三分 の一は冥界に暮 らすこととなった。デーメーテール*と ペルセポネー

**は エ レウシースをは じめ、ギ リシャの地の秘教の二大女神であって、コレーの名前で敬い畏れ られた。」

デメテルが姿を消 した娘 を探 し回った際の神話 ・伝承がおそらくはエ レウシスの秘儀の根本となっている

ことは良 く知 られている。エ レウシスの神秘劇については多 くが秘め られたままである。「刈 り取 りとい

う死、種蒔 き、そ して植物がふたたび生命を得 るとい う農業サイクルに象徴 され」 る重要な主題を孕んで

いるので はないか、と推測 されるに留まっている。その重要な主題 とは 「死 と、地下への下降 と、その後

の再誕生 というサイクルと非常に密接 にかかわって」いる(Campbell訳 書1996)。

また、先の喜多の著書 によれば、あの光の息子は、「エ レウシスの秘儀において暗闇の中でゼウス(に

扮 した男 の司祭)と 交わったデーメーテル*(に 扮 した女の司祭)に よって神子(豊 饒の神 プル トス)が

産み落 とされると同時にいっせいに明 りを灯 される、紛れ もな くこの光の中に狐々の声 をあげる豊饒の子

神 と同一存在 と考 えられる」。 またこの理 由によって、ペルセポネはデメテル と同一になる、 と考 えられ

ている。「コレー(少 女)は 結婚=殺 害によって、大地の母 としてその象徴である穀物 の 《穂 の衣》を身

に纏い」、あるいは 「穀類の母」 として麦の播種 を司るデーメーテル・、尽 きせぬ豊饒(産 み出す)能 力 を

身内 に備 えた 「母」 となったのである。」(喜 多1994)

*デ ー メ ー テ ー ル 、 デ ー メ ー テ ル と も に 、 デ メ テ ル と 同 じ。

**ペ ル セ ポ ネ ー は ペ ル セ ポ ネ と 同 じで あ る 。

2-3地 母 神の 系譜の ま とめ

地母神のモチーフは臨床心理学、 とりわけ深層心理学の分野 において重視 されている。ラζナーの 「昔

は彼女[大 女神]の 属性 にはあ らゆる ものが含 まれていた。彼女のセクシュアリティは誕生、死、再生 と

関連があ り、善悪、生死の力を持 っていた。母 ・戦士 ・保護者 ・威圧的な男神の仲裁者 など多様 な性格 を

持 っていた」 というような女神の性格が、深層心理学の言 うところのグ レー トマザ ーの性格 と重なる部分

があるか らなのだろう(Neumann訳 書1982)。 慈 しむ母、与える母 とい うグッ ド・マザーの側面 と、

呑み込む母、貧 る母 というテ リブル ・マザー両方の側面を、大女神 という象徴が備 えていることは明 らか
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である。だが、 グレー トマザーという概念から示 される女性の霊性は、産む、殺す といった母 というシン

ボルの霊性 を表 しているに過 ぎないように思われる。それはグレー トマザーという言葉それ 自体からも明

らかではないだろうか。 アルテ ミス、デメテル、ひいてはペルセポネという女神のあ りようから見出 され

る大女神の霊性はそれだけではないbグ レー トマザーと呼ぶのに相応 しい霊性 も女神たちは備 えているだ

ろうが、それだけではない霊性 も備えているように読 み取れる。 グレー トマザー的な霊性 を備 えていると

は言い難い女神の存在 も、その ような女神 の霊性 を語 る上での手助け となるだろう。 このような女神 をい

わゆる職能女神 と呼ぶのには躊躇 いがある。職能女神 とは、時代 を下ると共に大女神の機能が分化 してい

き、大女神が備えていた霊性、すなわち職能が様 々な神々に振 り分けられていったその結果生 まれた女神

と言 えるだろう。有名な女神、アテナは知恵、戦争、機織の女神 と言われている。こうい った職能女神 た

ちは、女性の霊性の一部分 をそれぞれ請け負っているのか もしれない。

次の項では地母神、 と呼ばれなかった女神について説明を加えたい。また本項で地母神の系譜に連ねた

女神の中か らも、グレー トマザーという概念だけではとらえきれ ない女性の霊性 について考察 を行いたい

と考 えている。母、子の極 めて原初的 な関係をはじめとして、女性が になう役割は多い(男 性 も同 じくら

い多いだろう)。 その全てに女性の霊性 は備 わっているだろうが、そ ういった職能に振 り分 けられる以前

の、女性の より根源的な霊性について論 じる。

3処 女神と呼ぱれた女神

これまで説明 してきた 「地母神」なる存在は、女神 という大きな枠組みの中の一つのカテゴリーである

ように思 われる。女神 には様々な種類があ るだろうが、「地母神」 と同 じほ ど歴史 も古 く、 また同 じほど

意味 を持って語 られるカテゴリーとして 「処女神」 と呼ばれる女神たちがいる。処女神 とは、夫を持 たな

い女神 、男性 を寄せ付 けない女神、 とい う特性 によって説明 される。子の有無は関係ない。ギリシャ神話

の処女神、アテナは、彼女 にかけられたヘパイス トスの精液を拭い取るという形で養い子エリク トニオス

をもうけている、。 日本のアマテラスもスサノオと交わ したうけい誓約の最中に、五柱の神 を生 している。

処女神、つ まり男性 と交わ らない女神であるのに、子 を生 している とは どうい う意味があるのか。この

疑問に しては、以下の ような説がある。それは、歴史すなわち神話 ・伝承 を記述 した男性の側の問題 とい

ことである。

処女性 を失わないまま偉大な男性 を生んで母 となる女神 を 「処女母神」と呼んで、その例 としてアテナ、

マ リア、アマテラスを挙 げ、そうした現実にはあ りえない女神の構想 したのは、男性か ら女性の要素 をで

きるだけ少な くしようとする・試みがあったのではないか と論 じた ことがある。(松 村1992,1996,1997)。

(中略)キ リス ト教は別 にして、記紀神話とギ リシア神話の場合、子供 を儲 ける契機を提供する男神 は生

まれた子の父であることが強調 されない。む しろ 「母の子」 とされるのである。ここには女性的要素を否

定 しようとすることが、逆 に男性 的要素を否定 して女性的要素 を結果 として強調する とい う、一種の 「振

れ」が起こっているともいえる。 しか しこういう形で女性の存在 を限定的に残 し,そ の女性像を男性的あ

るいは非女性的(現 実の女性 にはあ りえない 「処女母」 という姿)と することで、つまり例外的な女性像

とすることで、現実 と理想の矛盾 を解決 しようと試みた とも考 えられ よう。(松 村 同書pl72)

特 にアテナイの守護神 として祭られていた処女神アテナに対 しては以下のような見方 もある。すなわち

古代ギ リシア、わけて もアテナイの男子は女性に対 して思慕 と恐れ という両価値的な感情 を抱いていたの

ではないか、 とい うス レーター(1968)の 考 察である。彼によれば、性区分が厳格であった古代ギ リシア

においては、市民の妻たちは屋外 で自由に活動することも禁 じられ、家庭内に半 ば監禁 されていた(ア テ

ナイの市民権を与えられていたのは成人男性のみである、 とい うことを付 け加えてお く。女性たちに市民

権は与えられなかった)。 抑圧 され、無視 され続けた妻たちは夫 にぶつけられない不満や憎 しみの感情を、

愛情 を注 ぐ傍 らで我が子(男 子)に 伝 えて しまった。こうした母親の男性に対するア ンビヴァレン トな感
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情をアテナイの男性は受けて育ったために、彼 らはその裏返 しに女性に対 してアンビヴァレン トな感情を

持つ ようになったのではないかというのである。守護神 アテナは、母親そのままであってはならない。

母親に対する感情 はアンビヴァレントなのであ り、包み込み保護 して くれる安心感の裏側には、自立を

妨 げ心理的に同一化 ・一体化 される不安、つまり 「呑み込 む太母」への反発や恐怖 も存在するか らである。

母であ り、同時 に母でない女性、それが処女母である。(略)こ うしてアテナは 「結果 として」母である

が、武装 し、女ら しい(と 文化的に規定 される)感 情を持たず、性 を拒絶 し、性のゆえに変化することの

ない女神 とされたのであろう。母に して処女であ り、女 にして男の価値基準 を持つアテナは、母 ・女性の

守護 ・保護 を無意識に求め、 しかし女性蔑視や女性恐怖症の感覚 とは抵触 しないというアテナイの男性市

民の夢想が生み出 した理想の女神 だったと思われる。(松 村 同書p80)

この見方は、男性 の女性忌避の心性を見事に言い当てているもの と思われる。アテナに限 らず、聖母マ

リアの処女懐胎 について も類似 した考察がな されていることか らも、それは明 らかである。 この見方 によ

って、女神が信仰 されて きた ことに対する男性の側 における理由が一つ明 らかになった として、では、女

性の処女神信仰 についてはどうだったのだろ うか。信仰 していた とするならば、その理由は何なのだろ う

か。女性は処女神の どのような神性 に惹 かれたのか。話が少々脇道にそれて しまったか もしれないが、こ

の観点か ら考えてみると処女神 と呼 ばれた女神の霊性について新たな知見を得 られるように筆者には思わ

れる。女性忌避、母性への恐怖 という処女神信仰への理由づけは一義的であって、ある意味で女神 の本質

に迫るだろうが、それだけでは見落 されているものもあるのではないか。アテナと同 じギリシャ神話の女

神 にヘスティアという処女神がいる。彼女は男女間わず広 く信仰 を集めた処女神であった。女性に も信仰

されていたという点を重視 してみる と、今述べて きた ような理由のみでは説明がつかない処女神の側面が

浮かび上がって くる。その側面 こそ、 これ まであま り語 られて こなかった女神の隠れた 「霊性」であるの

ではないか。それゆえに、母 とい う側面で語 られない女神の霊性を見出す よすがとして、本稿では 「処女

神」 を取 り上げたいのである。デメテル とコレーではないけれども、母 を語 るとい うことは、いっかはそ

うなるべ き存在と しての娘 をも語ることになるのではないだろうか。母 一娘 という霊性以外の女性 の側面

を見るということは、いわゆる血のイニシエーションと呼ばれる女性の側面以外 に目を向ける とい うこと

である。処女神 の霊性 について語る とき、少女か ら女へ、女か ら母へ とい うプロセスとは別の次元での女

性の霊性を語ることになるように思われる。

3-1竈 の 女神:ヘ ステ ィア

ヘステ ィアはギ リシャ神話の処女神であるが、彼女の神話 は殆 ど残 されていない と言って も差 し支えな

い。ヘスティアに関 しては藤澤(2003)に 詳 しいので、以下に引用 してお く。

ヘステ ィアはクロノス とレアの娘であ り、ハーデース、ポセ イ ドン(海 神)、 ゼウス、デーメーテール、

へ一ラー(ゼ ウスの妻)兄 弟姉妹の長姉である。ローマ神話の ウェス タと同一 とされている。ヘスティア

は炉 もしくは竈の女神であ り、家庭 を守 る女神 とされていた。彼女の起源はギ リシャ神話 より古 く、母権

制の時代 の女神であったと言われている。母権制の時代、家庭は個人の 『世界』であった。その中心に座

すヘステ ィアの竈は世界の中心であ り、つま りヘステ ィアはその時代、世界の申心を表 していたと考えら

れている。ピタゴラスはヘスティアの火を大地の中心であると言 った(LethabyI975)。 ヘステ ィアはま

たギ リシャ神話では結婚の庇護者 ともされている。だが、ヘスティア自身は未婚の女神であ り、アテーナ

ー、アルテミスと並 んでアプロデ ィテの力の及ばない永遠の処女神 と目されていた。ヘステ ィアの神殿 に

仕える巫女は女神に倣い、純潔 を守 らなければならなかった。 ローマでは、VestaWirginsす なわち 『ウェ

ス タの乙女』 と呼 ばれ、6人 の乙女が ウェス タの神殿 を祀 っていた。純潔 を守れなかったウェスタの乙女

たちは大地に埋められるという厳 しい罰を受けなければならなかったと伝 えられている。

ウェス タはローマの守護神であ り、彼女の火は決 して絶やされることがなかった。全 ての家庭、つま り
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あ らゆる人々か らウェスタニヘスティアは祀 られ、食事の分 け前 は最初に彼女に捧げ られた。ウェスタの

祭 りでは神殿の蔵が開かれ、主婦 たちが供物 を捧 げた と言われているが、以上のことからヘスティアは古

代 ギリシャ ・ローマの女性にとって非常に重要な女神であったと想像することができる。

またキケロは次の ように言 っている。「ウェス タの力はすべての祭壇 や竈に及 んでお り、 しか も 「この

女神 は最 も内なる者の守護者であるがゆえに」、すべ ての祈祷や供犠 は彼女 に始 まって彼女に終 わる。」

(Dumezil童970)LaroseEllfMtholo(1968)に よれば、ヘステ ィアが夫を持たなかった理

由をこのように説明 している。つまり、彼女が司 る純粋に宗教的 ・母権的な領域 にあっては、男神の分担

すべ き役割が皆無 だったか らである。ヘスティアについては 「天界め 「天界の住 まいの中心 に座 して、生

賛 の最 も上等の部分を受け取 り、 しか も、神々の中で人間界の男たちか ら最:も敬われている女神」 と言わ

れていた としている。」(LarousseEn蟹cloDediaof・Mvthologvl968)

ヘ ス ティアに関するこれ らの記述をあわせて読み解 くと、次の ような姿が浮かび上がって こないだろう

か。ヘステ ィアとは男性 ・女性を問わずに信仰 を集めた女神である。彼女に祈願 したのは自然か らの恵み

ではない。それは彼女 自身が 「産む」 という女性の力 とは縁遠い ところにいるか らである。 しか し、かと

いって、ヘステ ィアが男性の側の理想 を重ね られただけの女神であるか とい うとそれも違う。男性が処女

神 を作 り上げるようになったのは、おそ らく父権制の時代 に下ってからである。ヘステ ィアは、 オリンボ

ス の神 話 が確 立 された 父 権 制 の時 代 よ り起 源 の古 い 母 権 制 の 時代 の女神 な の であ り、 これ は

彼女が処女である理由が男性の側の問題に拠るのではないということを意味 している。彼女は自ずか ら処

女であった。本来の処女神 は、そもそも自ずから処女なのである。作 り上げ られたのではない処女神 とし

て、ヘスティアは、古来の名残 を残す数少ない女神であるように思われる。 ・

ヘスティアの記述で 目につ くのが、「世界の中心 に座す」、「最 も内なる者 の守護者」、「天界の住 まいの

中心に座す」 とい うものである。 これ らはどう言った意味 を持つのか。彼女が支配するその ような領域 を

「職能」 と呼ぶことははばか られる。ヘスティアは人間のより根源的な領域 を司っているように思われる

か らである。ヘステ ィアは火を司ってお り、オリンボスの祭壇の火 も彼女の支配する領域であったと見 な

されている。人間が祀る火 も同様 である。火は人間の意識を象徴する とも考 えられている。ヘスティアと

い うのは神像(偶 像)を 持たない稀有な女神であ り、具象的な女神像の代わ りに火 を崇拝の対象 としてい

た。ここからも、彼女が支配する領域 は、「職能」 と呼ぶにはふ さわ しくな く、より根源的な領域 とい う

べ きであろう。多情で名高い最高神ゼウスでさえ、彼女 に求愛することをしなかった。彼女 に捧 げられた

ゼウスのそ うした敬意か らも、彼女の女神 としての地位の高 さを見 ることができるはずである。

3-2処 女 神の特 徴

竈、火の守護神である処女神ヘステ ィアについて説明 を行 ってみた。 ここか ら地母神 と同 じくらい古い

起源 を持 ちそうであ りながら、地母神 とはまた別の領域を司る女神 の姿が浮かび上がって くる。処女神 は、

より厳密 に考 えてみる と、男性を受け入れない、配偶者 を持たない、という点によっては特徴付け られな

いことに気付か される。 なぜ なら最 も原初的 な母神においては、 まず自ら存在 し、自ら産み落 とした子 と

交 わり、 また産み落 とす ことが認め られているからである。ギ リシャ神話ではガイアがその例 に当たるだ

ろ う。む しろ太母 それ自体がそのように特徴付けられると考 えて も良い。原初の男神 において も、同様に

単独での子産みは見出せ るが、これはまだ世界が混沌としていた時代の神であることから母神の要素と父

神 の要素が分離 しきっていなかったことがその理由ではないか と考えられる。産 む、という力はやは り母

神 に属するのではないか。

太母ほど根源的 な存在でな くとも、地母神についても、旧石器時代 まではそのような特徴が認められる

と言われている。「宇宙のはざまにただ独 りあ って、神々を、万物 を、ただ産みに産む、それが大母神 の

有様で」ある(喜 多 同書p43)。 「ただそこに在 り、無条件で産み、ただ産み続ける一それが大母神で

あ り、大母神に対 しての太古の人々のイメージであ り、信仰であったと思 われる。そうした信仰は長い長
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い間続いた。石田英一郎 も言 う、「植物の採集、ひいてはその栽培 に人間の生活が依存 していた社会、そ

うしたいとなみの担当者 としての女性の地位が中心的な社会 にあっては、この種の母神の配偶者 となるべ

き男性を必要としなかった らしい。生まれることなくして太古 より存在 した彼女はみずからの力 において

一切 を産み
、万有を育み育てた」、と。」(喜 多 同書p40)

独 りで子を孕むことが地母神、大女神、大母神 と呼ばれる女神 を特徴付 ける点 と考 えられるならば、で

は、処女神を特徴付ける点はどのようなものになるのか。地母神 と処女神 を区別するのはどのような特徴

を以 ってであるのか。考 えられるのは、「産まない」 とい うことだろうσ地母神は産むという力 こそが彼

女の豊饒性 と繋がってお り、それが母という側面に至 り着 く。一方処女神 は産まない女神である。 しか し

彼女 らは産まないか らといって、その地位 を既められない。古代のギリシャでは、子 を産んで初めて一人

前の女性 として社会か ら認められる、と言われているにもかかわらずである。同時代のヘステ ィアに対す

る信仰からに より明 らかだろう。「産 まない」 とい うこと、 これが処女神の特徴の一つ になることは間違

いないように思われる。 この ように定義 しなお した とき、あるいはアテナは処女神 とい うカテゴリーか ら

は外れるのか もしれない。一方で、冥府の女王と呼ばれるペルセポネが想起 される。冥府 という不毛の世

界で女王の地位 についたペルセポネは、夫 を持 ちながらも、決 して子 を生す ことはできなかった。ギリシ

ャ神話の神 々は交わればすなわち子 を生すとされてお り、そのような神 々の中で冥府の神 々は一種特別で

あるといわざるを得 ない。このような不妊が冥府の=神々の特徴 とされている(Devereux訳 書1982)。

この産まない女神(産 めない女神 というべ きか)と いう特徴 において、ペルセポネ も処女神 と見なす こと

はで きるのだろうか。彼女を 「処女神」 と呼ぶ場合がないわけではない。とは言 うものの、ハーデース と

いう夫'を持つペルセポネを処女神 に分類 して良いのか、そうでないのかを考えるためにも、 もう少 し 「処

女神」 に関する考察は必要だろう。「産まない」女神にどの ような神性(言 い換 えれば職能)が あるのか。

何 を以って彼女たちが崇拝 されたか をもう少 し詳細に考察 してみよう。処女神 と呼ばれる女神 の中から子

を産 まない女神 を取 り上げ考察 してみる。

3-3「 産 まない」女神 と しての処女 神

これまで紹介 して きた女神たちは全てギリシャ神話 中の女神である。 まずは同 じギ リシャ神話の中で、

処女神 と呼ばれた女神たちを改めて挙 げてみる必要があるだろう。ギリシャ神話の処女神 というとき、主

に挙げられるのはアテナ、アルテミス、ヘステ ィアの三女神である。彼女たちはギ リシャ神話の中でも最

も高位 とされるオリンボス十二神 に属すると考えられるため、何事において も代表的な神 と して挙げられ

ることが多い。ギリシャ神話の最 も著名な処女神 というときこの三女神が挙げ られる、 とい うほうが適切

だろう。 この三女神に関 しては、ここまでで既 に紹介が済んでいる。注 目すべ きはおそ らくはアルテミス

である。アルテ ミスは処女神 と呼ばれる一方で、原初の地母神の流れにも属する女神 とされているか らだ。

処女神 とは産 まない女神である と考えるとき、ここには幾分矛盾が生 じる。地母神 とは、彼女の産む力の

ゆえに豊穣 を祈願 される女神であって、処女神は産む力以外 の機能を期待 される女神であるか らである。

アルテ ミスという女神についてはもう少 し整理が必要だろう。

アルテ ミスが旧石器時代の地母神、大女神の系譜 に属する女神である ことは、先に説明 したとお りであ

る。 この ような地母神は 「山の(女)神 」 と呼 ばれるが、アルテミスに捧げ られた形容辞 にもこの意の も

のが見られることから、アルテ ミスは 「山の(女)神 」であると考 えられる。「山の(女)神 」 とはどの

ような女神か。答えは簡単である。その起源を旧石器時代以来の大母神 に有する女神の ことを言 う。つま

り、大母神の特徴'を色濃 く残 した女神の ことを言 うと考えれば良い。山の(女)神 の伝承 には配偶者の影

は薄 く、純粋に大母神の単独性 を示す とも書われている。山の(女)神 は彼女が管轄するところの、もっ

と正確 に言 えば彼女自身である 「山」の中に独 りあって子産みをなす。このような女神が 「山②(女)神 」

と呼ばれているのである。 アルテミスに話 を戻 そう。 アルテ ミスは一部でこの 「山の(女)神 」の特徴 を

備 えてい ると言われているが、一部異なる特徴 もあるとされている。「山の(女)神 」は必ず しもつねに

若 く美 しい処女神である とは されてお らず、そこが アルテ ミスの問題なのである。
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古 典期の形態が完成する以前 のアルテ ミ、スは、確 かに 「山の(女)神 」 と呼んで差 し支えない特徴を備

えていた と考えられている。旧石器時代以来の大母神、つま り古典期の形態が完成する以前の大母神は、

「生命すべての与え手であ り、 したがって美醜、老若、母娘 という区分 を超越 し、それ らを内包する存在

であ った。」(松村 同書pl88)ア ルテ ミス については彼女の原初の形か ら様々な要素が抜け落ちてい き、

その うちいわゆる 「処女神」のイメージが確立 されたと考 えることがで きる。アルテ ミスが備えていたと

思われる、獣の女主人という全体像から、醜 さ、死、恐怖な どの要素が蛇の頭 を持つゴル ゴンに、夜 と冥

界の側面がヘ カテに分離 し、処女神アルテミスが出来上が ったと考 えることがで きるのである。時代 を下

ってい くにつれて、大いなる女神か ら職能女神 に分化 してい く、 とい う説明でアルテ ミスの問題 は理解で

きるだろう。ではここで、改めて 「処女神」アルテ ミスに目を向けてみたい。太古の地母神でな くなった

アルテ ミスは何 を以 って祀 られていたのか。処女神 となった彼女の霊性 はどの ようなものであったのか。

これ を読み解 くとき、「処女神」なるものの霊性 について一つの手がか りを得 られる ように思 う。アルテ

ミス とい う女神特有の霊性すなわち職能 もあるだろうが、同'じ処女神ヘスティアの霊性 と並べて読み解い

てみると、彼女たちの個性 とは次元を異にする 「処女神」なるものの霊性 について新たな知見が得 られる。

いや、そもそ も 「処女神」の霊性 も、「地母神」の霊性 もすべて備 えていた と考 えられる最 も原初の女神

の中にも、「処女神」の霊性 を解 き明かす手がか りは潜在 しているだろ う。古典期以前のアルテ ミス にも

目を向けてみたい。

大いなる女神であったアルテミスが備 えていた霊性は、ゴルゴン、ヘカテという女神の姿から想像で き

る。ゴルゴンについてはここでは述べない ことに してお く。 ゴルゴンはそれだけで多 くを語ることがで き

るモチーフであ り、 ここでは記述 しきれないか らである。今言 えるのは これだけである。「彼女はあ らゆ

る存在の生であ り死であ り、世界の子宮であ り墓である黒 い時間、原初の一に して唯一の、 自然の究極の

リア リテ ィで」ある(Campben訳 書199538頁)。 ゴルゴンは、アルテ ミスの地母神 としての否定相

のみを分離 させ られた ように見 えるか もしれないが、蛇の頭髪を持つ彼女 にはそれだけでは言い表せない

イメージがある。

では、原初のアルテ ミスから分化 した女神、ヘ カテについて考察を行いたい。ヘカテは古いギ リシャの

女神 とされている。以下は 『ヘ カテ讃歌』か らの引用である。「大 きな獲物をい とも容易に授けた り、目

の前 に現れた獲物を造作 もな く奪った りなさるの だ。」他 に、「畜舎の家畜 を殖やす」「子供 らの養育者」

などという、.アルテ ミスと共通す る特徴 も認め られる。だがヘカテはそれだけではない。冥界の恐 るべ き.

女神 として描かれている。有名なアルゴー船の物語で王女 メディアが祈 りを捧 げるのはヘ カテに対 してで

あ り、それはヘカテの魔力を請うための ものであった。ヘ カテはまた夜の女神 として松明 を持つ姿で描か

れることがある。彼女はこの とき辻に立つ女神、道守神 として見なされている。 この道守神と してのヘカ

テは三つの顔を持つ女神 とされ、彼女はヘ カテ ・トリヴィア(「 三叉路のヘカテ」:三 叉路 を守護する女

神 とされた)と 称 された。ヘカテの三相は天界 ・地上 ・冥界をそれぞれ支配する。天界では月の女神セレ

ネ、地上では女狩人アルテ ミス、冥界では死の女王ペルセポネの三相 をとる、と言 われている。また三体

一相の女神のうちの一相が老婆ヘカテ
、他二相 は処女ヘベ(ゼ ウスとヘラの娘)、 母親ヘラであるとも言

われている。いずれにせ よヘカテ を冥府の女神 と呼ぶ とき、我々は何かを思い出 さないだろうか。ペルセ

ポネとヘカテが密接 な関係 を持つのは先に述べた通 りである。ペルセポネと同 じ冥界の女神であるヘカテ

が子を産まないことは言うまでもない。

3-4処 女 神 の霊性

前項で処女神 と呼ばれる女神たちについて論 じてみた。処女神 の霊性 を探 る上でとりあえず手がか りに

で きそうなのは、ヘスティア、アルテ ミス、ヘ カテという女神たちであ ろうか。人間に個性がある ように、

この女神たちにも個性はある。違 う領域 を司るがゆえに生 じる個 々の霊性はそれ として、その霊性に共通

す るものはないか を見てみたい。地母神 と呼 ばれる女神たちが産むという力を背景に、生 と死 もしくは死

と再生 を司っていたというように、処女神たちには処女神たちに共通する霊性があるのではないか と筆者
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は推測 している。 このような推論を立ててみた。それは、彼女たちが異界、人間たちが住 まう日常 の世界

とは異なる世界と繋が っているということである。ヘステ ィアは火、竈 を通 じてオリンボス という神の世

界 と現実の世界を繋いでいる。アルテミスは前述 した とお りで ある。彼女はそのまま境界 に存在する女神

である。野生 と文化の問に立ってその間を取 り持つ女神 ということで、彼女 と異界 とのかかわ りは理解す

ることができるだろう。ヘ カテは辻 に立つ女神 と言 われている。彼女もまた日常の世界と非 日常の世界 を

繋 ぐ女神である。アルテ ミスが野生 と文化 という対立の問を繋 ぐのであれば、ヘカテは夜の世界へ と導い

て くれる道守神である。処女神 たちが繋いでいる世界、道 を開いて くれている非 日常 の世界 とい うのは、

それぞれ違 うものであるかもしれないが、全 てわれわれ人間が現実 に生 きている世界ではない場所 として

括 ることはで きるだろう。 しか も彼女 たちの道の開き方は、「死 と再生」 を意味 しない。彼女たちが開い

て くれている異界には死者の世界 もある とはいえ、そこに繋がることがすなわち 「死 と再生」 を意味する

とは思えないのである。そこに、処女神 と地母神のこの上な く大 きな差があると考えられる。

「死 と再生」のプロセスを経 ることと、異界に繋がることの問 には差がある。 まず第一点 と して、「死

と再生」 のプロセスは変容のプロセス と考えられるということである。そのプロセスを経験す る前 と後 と

では某かの変化が生 じているはずであ り、例 えば、娘 としての自我が死んで、母 として生 まれなおす、と

いった変容が生 じていることが.「死 と再生」のプロセスであると考えられる。蛇が脱皮する さまを思い浮

かべ る人 もいるか もしれない。 これまでの自分が死んで新たなる何かが生 まれていなければ、「死 と再生」

のプロセスを経た とは言 えないだろう。これはいわば 「行 う」経験である。通過儀礼がそうであるように、

過 ぎてしまったら 「状態」 として残 るものではない、と考えられる。死 と再生のプロセスを経 た結果、そ

の影響が残 るということとは勿論話が別であ る。「死 と再生」⑳状態にあり続 ける とい うようなことはな

い、と表現するとわか りやすいかもしれない。

一方
、異界 に開かれている、異界 と繋がっているということは、「状態」である。異界 と繋がっている

とき、入は非 日常の力を身につけた状態、言 うなれば魔力を身につけた ような状態にあると感 じるか もし

れない。異界への道が閉ざされて しまえば魔力は消 え失せ、 日常の世界に立 ち戻って くる。 これは変容の

プロセスではないので、自我 に変化があるわけではなく、異界 と繋がっている間に限られて非 日常の力 を

身 につけられているという、 まさに 「状態」の問題であると言 えるだろう。「死 と再生」 とは、冥界へ下

って、再び地上に戻って くる経験だが、それはイコール 「異界 と繋が る」 ことを意味 しない。「異界 と繋

がる」 ということは、 日常の世界にあ りなが ら非日常の世界への道が繋がっている とい うまた別の次元の

話だからである。

地母神が司 るのが 「死 と再生」 とい う変容の過程であるとす るな ら、処女神が司るのは 「異界に繋 ぐ」

という 「状態の魔力」ではないか。 このように考 えると、処女神の霊性 とい うものについて一つの仮説 を

成立させ られる。異界に道を開 くことで非現実的な力を現実 において身につけさせ て くれる、それが処女

神の霊性であるという仮説である。神話 ・伝承において、英雄に力 を貸す処女神の姿 も時折見かけられる

が、それはこの仮説 から説明がつ くように思われる。産む力 に拠 る霊性すなわち地母神 のそれは偉大だが、

それだけが女神の霊性であるとい うのは乱暴である。産むとい う偉大な力の影にな り見落 されがちになっ

ていた また別の女神の霊性があ りうる。処女神 の霊性 を語 ることで、女性のそれについての新たな洞察が

得 られたとすれば、幸いである。

4ま とめ

本稿では、地母神 と呼ばれる女神 との対比から、処女神 という女神のイメージについて考察 を試みてみ

た。 日常 に留 まらせなが ら 「異界へ と繋 ぐ」 という処女神の霊性 を仮定することがで きたのではないか と

思 う。では、「異界に繋がれ」ているとき人はいったいどう変わるのか。「異界 に繋がる」 とい うことは人

にどの ような影響 を与えるのか。

筆者は 「死 と再生」のプロセスを司る女神一 地母神 と対比 させ、処女神 を仮定 してみたが、各々が司

る領域は、その まま人と人との関係 のあ り方 をもイメージさせ るように思われた。異なる性 を持つ もの同
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士が結びつ くときには、そこでは化学変化にも似た強烈 な変容が生 じるのであ り、こうした結婚 による変

容 とも言 うべ きものは 「死 と再生」のプロセス と考えることがで きるだろう。一方、このような変容が生

じない関係 とい うの も考 えられる。例 えば同性 同士の関係 においては、異性間の結婚の ような変容が生 じ

るとはこれまで考 えられてこなか った6.し か し 「死 と再生」のような変容が生 じないか らといって、その

ような関係が人 にとって無意味である と断言するのは暴論 だろう。処女神の霊性 について考 えると、「死

と再生」を伴 う変容とは異 なる変容体験を想定で きるのではないかと感 じる。劇的な変容体験ではないけ

れども、今の位置 に留 まりなが ら繋がることに意味がある、その ような空間、時間について考 えることが

できるだろうか。処女神に関する考察は まだ始 まったばか りであ り、明 らかになっていないことのほうが

多い くらいである。今後研究 を進めてい く中で、 このような女神の霊性が人間にとって どの ような意味 を

持つのか1よ り具体的に考えることがで きればと思 う。
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AStudyofwomen,sSpidtuality

:.theI血ageo.f'Goddesses

FUJISAWAKasumi

Thenumberofoppo血nitiesfbrdlscussing山e"spirituality∵ofwomeniscumentlyincreaξinginthefleld

ofdepthpsychology.Although'世goddess'「isconsideredtobeanexampleofonemotiξfbrexpr『ssing"sp董rituaIitジ,

refb鶏ncestQgoddesses爬ferredtoasthe"greatgoddess".or"motherearth"areparticularlyconspicuous。Thevalue

ofthesegoddessesisbeingreevaluatedasexistenceshavingthefUndamentalspiritualitythathasbeenbstdur孟ngthe

courseofthecivilizationofmankind.Inthispaper,while.recon行 ㎜ing血e.clinicalpsyρhologicalsignlficanceof血is

"motherearth"onth60nehand
,anattempthasbeenmadetoexaminethechnicalpsychologicalsignificanceof

goddessesotherthan"motherearth".Newinsightswereobtainedasaresultofdiscussingthissubjectwhile

comparing"motherearth"andthe"virgingoddess'㌧If"motherearth"isassumedtoexistf6rgoverningthepr㏄ess

of"deathandナebirth",t卜enthatgovemedbythe"v孟rgin.goddess'lisIhetaskof'「1inkingtot1}eworldQfthe

supematural'㌧whichmaybemoreapprophatelyref¢rredtoasthe"supematuralpowersofth信stateofサxistencp".

Althoughnumerousresearchhasbeenconductedonl璽motherearth",resea士c紅onthe"virg加goddess"hasessentially

beenleftuntouchedandnumerousareasremainunstudied.It .ishopedthauhiSpaperwillserveasthefirststepinthe

directionofgreaterresearchonthis.su切ect
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